
「
北
亭
奉
天
故
宮
所
藏
の
蒙
古
源
流
に
就
い
て
」
を
罷
む

　
史
林
十
九
巻
四
馬
に
於
て
、
鴛
淵
一
位
が
北
李
奉
天
故
宮
の
蒙

古
源
流
の
事
を
研
究
嚢
表
せ
ら
れ
た
る
中
に
、
小
生
の
報
告
に
基

く
鮎
も
あ
っ
た
が
、
其
の
中
に
多
小
の
誤
が
あ
る
の
で
、
小
生
は

報
告
者
の
責
任
と
し
て
、
叉
一
面
嗣
氏
の
希
婆
も
あ
り
、
こ
・
に

訂
正
と
補
逡
を
し
て
置
き
舞
い
と
思
ふ
。

　
一
，
「
國
立
北
卒
圃
書
館
に
は
只
満
文
蒙
古
源
流
の
藍
爲
眞
が

あ
る
の
み
」
と
あ
る
が
、
嗣
断
書
館
に
は
、
蒙
古
丈
の
藍
爲
眞
も

存
在
し
て
居
る
。
（
簾
古
文
も
満
文
醐
襟
、
北
早
期
宮
刊
本
よ
り
畷

印
せ
る
も
の
）

　
二
，
｝
、
熱
河
馬
津
閣
四
庫
金
書
中
に
蒙
古
源
流
は
無
い
と
の
事

で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
小
生
は
満
文
、
掌
文
の
書
が
無
い
と
報
告

し
た
攣
り
で
あ
っ
江
。
漢
文
の
も
の
は
存
在
す
る
。

　
三
、
故
宮
豊
本
警
醸
現
存
懲
中
に
、
蒙
古
源
流
（
漢
文
）
殿
本
、

爲
本
影
八
冊
を
上
げ
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
小
生
の
報
告
巾
に
、

　
　
　
　
「
北
挙
奉
天
故
宮
研
藏
の
蒙
古
源
流
に
就
い
て
し
た
讃
む

山

本

守

藤
本
八
冊
の
無
い
事
を
指
摘
し
て
、
小
生
の
見
落
に
典
る
か
と
、

疑
っ
て
居
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
二
種
の
本
は
、
南
遷
書
欝
中
に

載
せ
ら
れ
た
噺
本
蜜
…
本
と
同
一
の
も
の
で
あ
ら
う
．
小
生
の
見
た

写
本
は
破
損
甚
し
く
、
駕
に
現
存
書
臼
中
に
は
載
せ
ら
れ
て
無
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

も
の
で
あ
ら
う
。
i
一
こ
の
書
換
の
排
印
は
糠
蝦
の
時
期
と
隔
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

な
い
事
か
ら
考
へ
て
、
多
・
分
南
遷
葡
の
勲
蜷
目
と
考
へ
ら
れ
る
一
　
（

　
四
、
「
漢
満
蒙
紗
水
難
一
冊
と
云
ふ
の
は
、
恐
ら
く
圓
明
園
か
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

は
熱
河
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
は
無
い
か
」
と
、
疑
っ
て
居
ら

れ
る
が
蕎
藏
所
の
異
な
る
鮎
、
邸
ち
一
は
鰍
勤
殿
に
、
一
は
方
略

館
に
藏
せ
ら
れ
た
難
よ
り
見
て
、
始
め
か
ら
此
の
爾
虚
に
備
附
け

た
も
の
と
解
す
る
事
は
出
伴
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
五
、
四
庫
全
書
中
に
、
満
蒙
文
の
蒙
古
源
流
が
、
存
在
し
て
居
た

で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
を
主
張
し
て
居
ら
れ
る
が
、
小
生
の
見
る
所

で
は
、
或
は
奉
天
の
放
宮
に
は
存
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
四
庫
全

　
　
　
　
　
　
第
二
十
谷
　
第
二
號
　
　
疲
〇
五



　
　
　
　
「
牝
単
奉
天
故
宮
班
藏
の
愛
読
源
流
に
就
い
て
し
だ
護
む

書
中
に
は
存
し
な
い
と
思
ふ
。
蘭
に
も
云
つ
平
様
に
文
津
閣
四
庫

中
に
も
存
し
な
い
し
、
交
淵
閣
（
親
在
南
魑
す
）
の
中
に
も
漢
文
の

み
し
か
無
か
っ
た
と
、
故
宮
圓
書
館
の
科
長
は
小
生
に
話
し
て
く

れ
た
事
が
あ
る
。

　
六
、
「
叉
妙
本
と
云
ふ
は
奉
天
丈
潮
齢
の
漢
文
妙
絶
か
ら
推
し

て
、
そ
の
全
部
が
四
野
営
書
本
で
あ
る
事
は
疑
な
い
。
」
と
云
っ
て

居
ら
れ
る
が
、
小
生
は
、
故
宮
所
藏
の
島
本
は
四
庫
全
書
本
－

満
蒙
丈
は
存
し
な
い
と
考
へ
る
が
、
若
し
有
っ
た
と
し
て
も
一

と
圃
一
で
な
い
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
勿
論
放
宮
漢
文
二
本
が
、
故

宮
に
存
在
し
て
居
れ
ば
、
問
題
に
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る
が
、
現

在
暑
人
の
見
得
る
妙
本
は
、
方
略
館
蕎
藏
の
第
一
巻
の
み
で
あ
る

か
ら
、
先
づ
こ
の
一
巻
を
以
て
封
比
し
て
見
よ
う
。

　
こ
の
謄
本
が
文
津
、
文
醐
二
四
庫
本
乃
至
献
本
と
最
も
異
な
る

瓢
は
一
人
名
地
名
の
繹
字
の
粗
違
は
こ
、
に
詳
論
せ
す
…
こ

の
妙
本
が
「
自
凡
一
切
飯
事
外
像
包
羅
者
至
四
子
生
八
孫
句
止
…
」

昔
昔
の
鯉
並
び
に
百
班
奮
汗
墾
讐
隆
氏
止
…
縞

，
糧
の
鯉
の
峯
霧
し
な
い
事
で
あ
る
。
只
に
婆
本
の
み

な
ら
す
、
北
京
故
宮
所
思
の
刻
本
満
文
属
文
も
、
岡
じ
く
こ
の
割

　
　
　
　
　
　
第
・
二
十
艦
｝
　
艦
圧
艶
態
　
　
　
四
〇
六

註
を
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
故
宮
の
三
種
の
妙
本
が
共
に
劉

註
を
存
せ
す
、
一
方
満
蒙
刻
本
が
他
の
漢
文
本
と
關
様
に
翻
註
を

有
す
る
一
事
を
見
て
も
、
故
宮
妙
本
は
他
の
も
の
と
嗣
一
で
な

く
、
而
も
こ
の
満
蒙
漢
三
種
妙
本
は
相
互
に
特
殊
羅
係
を
有
し
、

鋤
本
選
文
か
ら
妙
本
の
満
交
、
そ
れ
よ
り
夏
に
草
本
単
文
と
、
「

つ
の
系
統
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
若
し
幸
に
し
て
こ
の
推

測
が
許
さ
れ
る
な
ち
ば
、
蒙
満
文
妙
本
が
蒙
瀧
文
刻
本
と
異
な
る

個
栃
は
、
其
道
故
宮
漢
文
紗
本
と
其
他
の
漢
文
本
の
ヒ
に
も
見
ら

れ
み
の
で
は
無
い
か
と
考
へ
る
。
こ
・
を
坦
て
妙
本
刻
本
爾
者
の

間
に
如
何
な
る
差
異
が
あ
る
か
に
つ
い
て
，
以
下
コ
一
例
を
示
す

事
と
す
る
。

　
紗
本
志
文
題
…
女
に
あ
っ
て
は
巻
八
「
歳
次
乙
亥
五
月
「
オ
ル
ド

ス
」
遊
牧
の
能
書
地
方
云
々
」
の
文
に
驚
い
て
吹
の
届
か
あ
る
。

鼎
轡
…
…
〔
｝
δ
｝
毎
8
鍵
σ
q
④
お
ぐ
う
幽
霧
郎
三
図
§
7
9
議
巻
”
3
9
愈
ぎ
，
駐

　
　
　
　
　
繋
B
　
藩
（
雰
細
叙
、
＼
）
“
、
》
　
膳
立
、
　
　
　
畷

　
　
冨
σ
q
g
・
膨
｝
）
o
）
δ
ε
昌
昌
筈
α
郁
。
芽
。
｝
戸
§
隆
貯
同
ψ
9
周
宣
餌
護

　
　
　
灘
　
　
聾
凝
洩
民
博
穐
　
　
〉
麟
　
　
“
　
皿
》
＼

　
　
o
δ
。
。
轟
巨
。
す
卍
冨
δ
づ
び
。
岸
。
｝
三
＆
o
露
國
慈
塗
窪
屠
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籔
ぐ
　
　
睡
翻
　

学
坤
鳩
ぷ
＼
廿
W
餅
て
凝

　
濱
器
鷺
且
ド
げ
2
ρ
①
著
…
雰
ぴ
つ
£
魯
8
σ
Q
篇
⇔
億
繕
σ
q
8
げ
郎

　
．
〉
　
煎
　
　
　
7
助
M
昂
＼
．
畷
海
♪
棉
薄
＼
　
遮
斗
、
マ

　
プ
葺
ひ
巴
馨
∬
プ
9
δ
ぼ
Ω
㊤
殺
げ
駄
凶
脚
。
。
⇔
澤
望
自
重
8
槽
Φ
ω
卿
興
㊤
畠
ゆ
嵐
図
飴
コ
σ
Q
一

　
蕪
塵
鴬
野
．
難
　
冷
㌣
泌
》
匪
亀
団
＼
　
泣
　
駐
　
　
〉

　
コ
ぐ
卸
⇒
5
9
貫
賢
げ
○
¢
〕
節
二
色
（
。
嘆
。
謬
自
」
げ
O
」
σ
q
巴
げ
⑦
彰
Φ
げ
二
p
ヴ
9
鳥
①
α
q
O
幻

　
　
麟
　
（
組
唱
）
貯
て
貸
｝
三
三
　
　
ザ
凶
M
　
凄
　
　
暴

　
プ
。
）
齊
σ
Q
乱
節
晒
艀
δ
o
繍
①
昌
霧
農
」
麸
σ
臥
〕
　
仲
臼
。
　
彗
①
9

　
B
メ
畷
．
申
ザ
Ψ
導
藤
♪
唱
　
　
瀞
腎
＼
　
踏
篇
、
Ψ
琢

　
一
出
○
ご
α
q
σ
q
O
7
郎
質
げ
9
σ
q
費
マ
餌
ゆ
錠
「
蔚
σ
q
凶
自
」
げ
9
」
㈹
馨
：
●
：
．

　
、
縣
掛
＼
　
　
霊
”
＼
　
　
諮
　
縄
　
鴫
繭
導

と
あ
妙
次
に
満
文
で
は
、

：
．
：
．
〔
冨
。
汐
騨
象
餌
臣
巳
｝
⇔
ご
㈹
う
そ
蝕
づ
0
9
陣
臥
ン
Φ
o
σ
①
｝
声
調
ぴ
Φ
k
⑦
焦
。

　
　
黙
い
＼
　
藤
　
　
　
　
メ
　
麟
　
　
　
　
　
畷
　
㌦
「
睡
過
穐
．

　
㈹
9
路
　
①
井
①
プ
。
づ
σ
q
迫
○
憎
島
⑦
Φ
冨
崔
｝
峯
⇔
鳥
㊦
げ
餌
且
汐
ρ
Φ
貝
國
お

　
濁
覧
鞠
　
．
メ
　
鹸
　
　
μ
．
鞭
　
豪
　
嚢
舟
て
滋

　
σ
q
鴬
門
郎
ゆ
圃
7
9
β
ゆ
貫
び
餌
び
①
び
無
党
昏
β
ぴ
曽
澤
一
血
煽
げ
Φ
ン
①
鱒
白
鉱
即

　
　
〉
麟
　
縄
魯
縛
♪
泌
瀦
蟹
糾
麗
…
憎
慣
＼
曝
前
Ψ
泌
　
鹸

　
ぎ
。
閃
『
ε
δ
ぴ
ぞ
⇔
鳥
⑦
巳
同
餌
昌
σ
q
巳
冨
拶
0
9
賦
浮
①
o
鳥
Φ
げ
餌
且
箭
鋤

　
　
　
「
北
學
奉
天
敷
富
所
藏
の
豪
古
源
流
に
就
い
て
し
な
讃
む

　
　
毬
〉
思
＼
　
泊
　
B
　
　
・
ト
　
歯
　
　
　
“
餅
て
隔

　
　
9
」
σ
四
σ
Q
鉱
白
昼
費
蝕
餌
げ
償
⇒
鳥
①
o
隠
宅
2
6
ゆ
び
。
甘
。
。
③
餌
σ
離
影
Φ

　
　
　
メ
麟
遽
馬
口
＼
　
海
．
暑
　
　
B
＞
　
　
刈
申
ヴ
斗
㌣
導

　
　
ε
ヲ
斜
〕
　
8
艮
Φ
回
（
Φ
臼
。
窃
㈹
σ
q
o
『
9
鐸
一
戸
○
δ
．
び
⑦
σ
Q
島
ユ
齢
：
．
：
●
：
●
．

　
　
藤
♪
噛
　
逼
将
Ψ
鞠
無
蔚
幣
「
＼
　
畿
叢
縄
舞
粍
導
：
・
：
・

と
あ
．
る
。
然
る
に
刻
本
の
藻
丈
満
丈
共
に
こ
の
飼
を
有
せ
す
、
通

常
の
漢
文
本
に
あ
っ
て
は
、
只
「
，
虚
次
乙
亥
五
月
於
郡
爾
多
欺
游

牧
之
托
賓
地
方
三
郎
因
取
蒙
古
汗
之
統
」
と
あ
る
の
．
み
で
、
前
文
括

弧
騰
に
相
回
す
る
文
宇
を
見
出
す
事
は
撫
來
な
い
。
然
し
こ
の
事

實
は
他
の
文
献
に
は
見
る
事
が
管
下
る
。
鎌
ち
上
文
中
の
「
．
．
．
⇔
マ

団
p
⊃
｝
茜
昆
憲
⇔
σ
q
肺
鋤
貯
①
○
．
！
を
汗
自
身
取
っ
た
」
と
雷
へ
る
は
、
滑
　
こ

朝
畠
録
探
傷
に
、

　
天
聰
九
年
秋
七
月
戊
辰
、
上
納
察
喰
爾
巨
大
編
金
嚢
嚢
太
濤

と
詑
せ
る
事
實
で
あ
る
事
は
明
で
あ
る
。
次
の
．
．
田
δ
｝
§
噂

膿
○
門
ご
に
．
．
国
鱒
①
窃
q
鶯
毎
洋
一
α
q
β
⇔
冒
と
を
轍
ハ
へ
た
と
云
ふ
の
は
事

東
蘂
録
天
聰
十
年
春
正
月
の
條
に
、

　
以
凶
夢
二
女
馬
喰
塔
婆
格
、
下
零
話
三
面
汗
子
額
爾
克
孔
果
爾

額
．
哲
　
、
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
餓
耀
二
十
巷
　
第
こ
號
　
　
．
四
〇
七

（　179　）



　
　
　
　
「
北
畢
奉
天
散
油
断
藏
の
蒙
宵
源
流
に
就
い
て
し
を
讃
む

と
見
ゆ
る
も
の
と
同
一
と
考
へ
ら
れ
る
。
只
満
蒙
文
に
あ
り
て
は
・

h
の
詞
昏
Φ
σ
q
霞
需
α
q
§
。
9
貿
｝
｝
或
は
へ
．
国
鱒
O
胆
母
彗
一
〇
9
§
σ
q
冒
》
り
と

雷
ひ
、
束
華
録
に
は
馬
吟
塔
絡
格
と
見
え
て
、
一
見
異
な
る
が
如
く

で
あ
る
が
、
然
し
前
者
は
「
固
倫
公
主
」
な
る
欝
號
を
以
っ
て
し
、

後
者
は
其
の
實
名
を
以
っ
て
せ
る
の
み
で
、
同
一
入
物
で
あ
る
事

に
か
わ
り
は
無
い
の
で
あ
る
。
溝
史
稿
公
華
表
に
、

　
太
宗
第
二
女
。
孝
羅
文
皇
后
生
。
章
節
塔
。
勧
封
團
倫
公
主
。

と
あ
る
を
見
て
も
明
で
あ
る
。
最
後
に
　
．
ガ
σ
謎
鉱
、
．
に
關
し
て

は
、
前
述
公
主
表
額
鮒
黒
影
の
項
に

　
額
葛
煮
阿
七
三
警
急
主
。
生
子
窟
爾
尼
。
主
麗
後
布
爾
尼
以
叛

　
詠
。
阿
布
鼎
亦
坐
死
。

と
あ
る
阿
布
難
な
る
こ
と
は
疑
な
い
事
で
あ
ら
う
。

　
爾
他
の
一
例
を
示
す
な
ら
ば
妙
本
気
満
文
に
は
巻
八
に

〔
蠕
〕
…
〔
①
ユ
窪
）
呂
管
ρ
三
餌
〔
ぎ
9
・
夢
郎
｝
回
お
島
・
冨
）
β
　
舅
巳
（
ε
尻

〔
藩
〕
…
〔
器
琴
冨
〕
鑓
毯
一
¢
〔
凶
巴
仲
き
　
訂
り
＝
旨
隷
窪
影
α
Φ

　
　
　
　
疇
＼
　
　
三
豊
丈
　
　
紛
　
　
筆
　
＼
　
　
藩
　
　
験

　
　
輯
ぴ
q
舞
驚
　
　
ぴ
薦
馨
罎
〕
日
巴
8
霞
…
…

　
　
錘
お
器
ス
リ
）
匿
欝
「
苗
　
↓
蝕
N
5
…
…

　
　
蔦
即
Ψ
貸
》
瞭
器
欝
　
汁
謎
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の
記
事
が
あ
る
に
拘
ら
す
、
刻
本
は
共
に
こ
れ
を
有
し
な
い
事
、

前
例
と
羅
で
あ
る
。
婆
で
責
毒
血
盛
夏
…
L
辮
麟

鯉
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
む
　
む

　
さ
て
こ
の
二
例
の
内
容
が
、
一
は
「
昔
の
満
洲
の
金
可
汗
の
族
よ

む
　
む
　
む
　
　

り
出
た
る
」
太
組
と
需
ふ
如
き
事
で
あ
り
，
こ
れ
が
溝
朝
の
忌
謙

に
鱗
れ
た
で
あ
ら
う
事
は
明
な
事
で
あ
る
。
叉
他
の
例
と
て
も
同

襟
、
芳
し
か
ら
ぬ
事
と
考
へ
た
に
違
な
い
。
從
っ
て
こ
れ
等
の
交
句

が
偶
然
の
脱
落
で
な
く
、
故
意
の
延
髄
で
あ
る
事
は
、
想
像
に
か
た

く
な
い
。
恐
ら
く
は
猛
烈
帝
の
手
に
か
・
つ
て
改
愛
を
見
た
も
の

で
あ
ら
う
。
こ
れ
が
敬
意
の
省
略
と
考
へ
ら
れ
る
だ
け
、
そ
れ
だ

け
、
特
殊
事
悩
の
下
に
嘗
中
に
藏
せ
ら
れ
る
砂
本
に
は
、
膚
略
な

き
も
の
が
保
存
せ
ら
れ
た
も
の
で
，
漢
文
摺
本
も
満
譲
文
と
樹
襟

に
省
略
な
き
も
の
が
保
存
せ
ら
れ
た
の
で
は
無
い
か
と
考
へ
る
次

第
で
あ
る
。

　
七
、
倫
最
後
に
こ
れ
等
諸
本
と
H
S
G
Q
o
び
玉
門
と
O
Φ
ω
o
㌶
o
窪
。

α
韓
○
。
。
学
寓
○
露
2
窪
彰
伽
一
7
お
の
男
貯
。
。
8
呂
聾
器
。
・
．
．
、
－
と
の
差
異

に
つ
き
一
言
し
て
置
き
度
い
。
駈
引
例
を
巻
八
「
明
代
帝
系
」
に
と

る
事
と
す
る
。
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帝
　
　
名

永
　
　
樂

洪。景正天成弘。萬

翻o
J“N

泰統順化治◎暦

　
　
シ
　
ユ
　
ミ
　
ッ
　
ト
本

己
卯
年
蕊
十
二
歳
即
位
在
位
二
十
二
年

む
　
む
　
む
　
む
　
む

五
十
三
歳
卒

垂
午
年
生
歳
次
辛
亥
年
三
十
歳
即
位
歳

次
癸
丑
三
十
ご
歳
卒

戊
戌
年
生
歳
次
正
理
十
七
歳
郎
位
在
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

五
年
戊
午
歳
二
十
一
歳
爲
衛
剛
特
之
額

諜
太
師
覇
去

庚
子
年
止
己
未
年
二
十
歳
部
位
在
位
五

年
癸
亥
景
泰
汗
麟
來
（
中
略
）
汗
復
在
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
ゆ
　
む

三
年
共
八
年
歳
次
丙
寅
年
二
十
七
歳
卒

む
　
む
　
む

景
墨
田
歳
次
丁
経
年
三
十
歳
即
位
爲
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

順
汗
在
位
ナ
七
年
癸
未
四
十
七
歳
卒

軍
寅
年
生
甲
丁
年
三
十
一
歳
郎
位
在
位

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
年
五
十
四
歳
丙
午
年
卒

己
亥
年
生
丁
丁
三
十
九
歳
部
汗
位
在
位

十
入
年
甲
子
五
十
六
歳
卒

辛
亥
年
焦
癸
酉
二
十
三
歳
郎
位
在
位
四

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

十
八
年
庚
串
七
・
†
歳
卒

故
宮
妙
本
（
濾
蒙
文
）

む
　
む
　
　
　
む

五
十
歳
卒

ナ

シ

む
　
む
　
　

二
十
歳
爲
衛
嘲
厚
額
森

太
平
執
去

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

畿
次
丙
寅
年
四
十
七
歳

卒四〇

十。

六〇

歳。

卒◎

五〇

十。

六〇

歳。

甲。

子。

年。

卒。

ナ

シ

む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

年
七
十
七
歳
卒

こ
の
例
を
見
て
も
明
な
る
如
く
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
本
に
は
洪
煕
。
弘

治
二
帝
の
在
位
を
明
認
せ
る
に
拘
ら
す
、
秘
本
以
下
に
は
全
部
こ

　
　
　
　
　
「
北
単
価
天
歓
宮
所
藏
の
蒙
古
源
流
に
就
い
て
し
存
護
む

1司　刻

上本

　　繍

　　蒙
　　文
　　v

阿
　
　
上

　
　
む
　
む
　
む

十
項
正
統
汗
ノ
事
蹟

（
年
二
十
歳
ト
ナ
ス
ハ

紗
本
二
同
ジ
）

　
　
　
　
む
　
む

十
項
景
泰
行
ノ
專
蹟

岡歳。正。
　　　卒統。
　　　　　　汗。

上　　霊
　　　　　　騰

　　　　　　　i

四〇
’1’Ao

六〇

岡
　
　
上

阿
　
　
上

　漢
岡：文

　直
上庫
　本

　，レ

　v

同
　
　
上

岡
　
　
上

同
　
　
上

阿
　
　
上

弼
　
　
上

同
　
　
上

岡
　
　
上

れ
が
塞
げ
て
居
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
原
本
よ
り
手
製
し
た
場
合
に
、

同
じ
文
字
が
列
ん
で
居
る
爲
に
、
行
を
取
違
へ
た
る
も
の
と
思
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
毬
　
第
二
號
　
　
四
〇
九
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「
北
甲
醜
業
故
宮
班
藏
の
蒙
古
源
流
に
就
い
て
」
為
讃
む

れ
る
。
故
意
の
脱
漏
で
な
い
事
は
一
見
明
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
る
嚢
々
太
后
の
記
事
、
並
に
こ
の
記
事
等
よ
り
し

て
、
自
分
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
本
が
，
最
も
原
文
に
近
い
も
の
と
考
へ

て
居
る
。
，
一
景
泰
帝
と
正
続
帝
を
取
蓮
へ
た
る
如
き
、
歴
史
事

實
の
上
か
ら
見
て
正
確
か
否
か
は
，
こ
・
で
は
別
問
題
で
あ
る
。

1
今
諸
本
の
系
続
を
表
示
す
れ
ば
、

架
i
饗
文
妙
本
－
婆
桀
一
漢
姦
本

沖
量
ツ
ト
「
薬
梨
i
聾
梨
一
婆
刻
本

の
如
く
な
る
も
の
と
思
ふ
。
蔀
ち
原
本
よ
り
，
放
宮
蒙
丈
二
本
を

作
る
に
當
っ
て
，
自
然
の
脱
漏
を
生
じ
、
夏
に
乾
隆
年
間
，
こ
れ

を
刊
行
す
る
に
當
っ
て
，
改
憂
を
加
へ
た
る
爲
に
、
刻
本
は
妙
本

の
誤
脱
に
加
へ
て
、
入
爲
的
な
省
略
を
も
、
合
せ
有
す
る
事
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
敏
宮
紗
本
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
本
と
刻
本
の
中
間

に
位
す
る
も
の
」
と
言
っ
た
意
味
も
こ
・
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

箪
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
四
一
〇

（王s2）


